
パッケージ表示変更内容 

 
《フタ》 

[1] 原材料などの表示 

全体の文字を大きくすることで読みやすくなりました。また各項目を太字にして頭に「●」を付けることで、必

要な情報をすぐに発見できます。 

[2] お湯の目安量 

お湯を沸かす際の無駄な熱量や水を減らすために、必要なお湯の目安量を表示しました。 

《カップ》 

[3] アレルゲン表示一覧 

原材料に含まれるアレルギー物質を一覧表にすることで、一目で分かるようになりました。 

[4] 食塩相当量 

これまでの法定のナトリウム量の表記に加え、食塩相当量を栄養成分表下部に追記しました。 

[5] ブランドサイト URL 

ブランドサイト URL を表記することで、容易に様々な情報にアクセスいただけるようになりました。 

カップヌードルブランドサイト http://cupnoodle.jp 

 
商品特徴 

 
1.「カップヌードル」 

1971 年に発売された世界初のカップめん。カップヌードル独特のつるみのあるめんに、オリジナルのスー

プ。具材はエビ、たまご、肉、ねぎが彩り良く入っています。変わらぬおいしさを守り続けます。 

2.「カップヌードル カレー」 

1973 年に発売されたカレー。カレーが絡むコシのある太めんに、野菜の甘味のあるマイルドでとろみのあ

るカレースープ。具材はホクホクポテト、肉、にんじん、ねぎが入っています。 

3.「カップヌードル シーフードヌードル」 

1984 年に発売されたシーフードヌードル。魚介の旨みと白濁スープで独特のコクが特徴。具材はイカ、カニ

風味カマボコ、たまご、キャベツ、ねぎが入っています。 

4.「カップヌードル チリトマトヌードル」 

ピリッとしたチリの辛さに、トマトの甘みと酸味がマッチした独特の味わいのスープ。具材は爽やかな酸味

のあるトマトキューブ、チキン、コーン、キャベツ、いんげんが入っています。(1982 年発売) 

5.「カップヌードル しお」 

バジルとガーリックオリーブオイル(アーリオ・オーリオ)の香り豊かな洋風しおスープ。具材はカニ足風カマ

ボコ、ポテト、たまご、アスパラ、赤ピーマンが入っています。(2003 年発売) 

6.「カップヌードル みそ」 

野菜の旨味が特徴の洋風 MISO スープ。ローストオニオンの調理感がスープの味わいを更に引き立たせま

す。ベーコンの旨味と黒胡椒の辛味が癖になるポイントです。具材はベーコン、ポテト、たまご、キャベツ、

にんじんが入っています。(2006 年発売) 

7.「カップヌードル キムチ」 

醤油ベースであっさりしながらも、キムチのほど良い辛さと酸味が癖になるスープ。具材はシャキシャキッと

したキムチと、肉、たまご、赤ピーマン、ねぎが入っています。(2005 年発売) 

8.「カップヌードル 欧風チーズカレー」 

オニオンの甘みとデミグラスソースの旨みが特徴の欧風カレーに、チェダー、モッツァレラ、ゴーダ、エメンタ

ールの 4 種のチーズを加えることで、コクとまろやかさをプラスしています。(2000 年発売) 

9.「カップヌードル ミルクシーフードヌードル」 

シーフードヌードルをホットミルクで作るとおいしい、という噂の味を商品化。シーフードヌードルのスープを

ベースに、ミルクのまろやかさ、コクを加えました。具材はイカ、カニ風味カマボコ、たまご、キャベツ、ねぎ

が入っています。(2007 年発売) 

 
 

 



パッケージデザイン 

 
ロゴや基本的なデザインは踏襲しつつ、お客様にとって必要な情報を半面に表示し、より優しいパッケージ

デザイン、優しい表示になるようレイアウトしました。また、より鮮やかな色やくっきりとしたロゴになることで

店頭での見栄えも良くなります。 

 
広告展開 

 
2 年間にわたり「FREEDOM」というメッセージ性の強いブランドイメージを訴求してきましたが、2008 年度は

「食」の本質である「安心・信頼」と「おいしさ」にもう一度立ち返っていきます。ECO カップに変わるタイミング

に合わせ、まず、「変わろう。」という宣言の中で、変わるということは、安心・信頼のできるブランドへさらに

進化していくということをしっかりと伝えていき、次に、無性に食べたくなる「おいしさ」を「食べる」ことで余す

ところなく伝えていきます。「安心・信頼」と「おいしさ」という 2 つのステージで段階的に構成してコミュニケー

ションしていきます。 

 
商品概要 

 

 

 

 

 

 




